
]評

踊
共
二
「
宗
派
化
払
洲
ー
ヨ
ー
巳
パ
近
世
史
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト

1
」
(
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
繋
』
四
二
1
三
・
四
)

書

本
論
文
に
よ
り
適
切
に
サ
ー
ヴ
ェ
イ
さ
れ
て
い
る
「
宗
派
化
」
は
、

思
想
史
・
文
化
史
に
と
ど
ま
ら
ず
国
制
史
な
ど
に
い
た
る
ま
で
分
野
横

断
的
な
波
及
効
果
を
及
ぼ
し
、
さ
ら
に
は
ナ
シ
,
ナ
ル
・
ヒ
ス
ト
リ
ー

の
枠
組
み
を
こ
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
史
の
研
究
者
の
関
心
を
集
め
つ

つ
ぁ
る
点
で
、
今
日
注
目
さ
れ
て
い
る
ド
イ
ツ
発
の
概
念
で
あ
る
。
筆

者
は
宗
派
化
論
を
共
通
の
作
業
仮
設
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
史
研
究

者
に
よ
る
恊
働
を
求
め
る
た
め
に
、
主
要
な
先
行
研
究
を
整
理
し
つ
つ
、

そ
の
方
向
性
を
確
か
め
、
展
望
を
示
す
こ
と
も
本
論
文
の
目
的
と
し
て

い
る
が
、
筆
者
を
牽
引
者
と
す
る
そ
う
し
た
恊
働
は
す
で
に
開
始
さ
れ
、

評
者
も
そ
こ
か
ら
大
い
に
刺
激
を
得
て
い
る
[
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
を

ど
う
み
る
か
一
国
家
と
宗
教
の
視
点
か
ら
」
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
世
史
研

究
会
第
一
七
回
例
会
三
0
τ
亙
三
月
)
、
「
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
宗

教
と
政
治
一
宗
派
分
裂
の
作
用
と
反
作
用
」
(
日
本
西
洋
史
学
会
第
六

二
回
大
会
小
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
三
0
 
三
年
五
月
)
]
。
拙
雫
は
、
こ

れ
ら
共
同
研
究
の
成
果
に
も
学
び
つ
つ
、
統
治
構
造
論
と
国
制
史
の
観

点
か
ら
コ
メ
ン
ト
を
試
み
る
こ
と
に
し
た
い
が
、
ま
ず
は
本
論
文
の
概

要
を
紹
介
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

ま
ず
筆
者
は
、
宗
派
化
の
方
法
曹
お
け
る
有
効
性
を
確
認
す
べ
く
、

そ
の
史
学
史
的
な
位
置
づ
け
の
確
認
か
ら
始
め
る
。
絶
対
主
義
に
代
わ
卯3

る
近
世
の
国
家
・
社
会
を
表
現
す
る
概
念
と
し
て
、
 
G
・
エ
ス
ト
ラ
イ



ヒ
は
社
会
的
規
律
化
の
概
念
を
提
唱
し
(
一
九
六
0
年
代
)
、
こ
の
規

律
化
の
波
が
宮
廷
・
官
僚
組
織
・
軍
隊
か
ら
都
市
社
会
・
村
落
社
会
に

ま
で
及
ぶ
過
程
を
近
世
の
「
根
本
過
程
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
に
対
し
て

同
時
期
(
一
九
八
0
年
代
)
に
同
じ
よ
う
な
議
論
を
展
開
し
た
H
・
シ

リ
ン
グ
と
W
 
・
一
フ
ィ
ン
ハ
ル
ト
は
、
宗
教
の
果
た
し
た
役
割
に
目
を
向

け
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
シ
リ
ン
グ
Π
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
に
よ
る
近
世
の

＼ノ

「
根
本
過
程
」
と
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
宗
教

改
革
後
に
分
立
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宗
派
教
会
が

そ
れ
ぞ
れ
国
家
権
力
と
結
び
つ
き
、
領
域
国
家
化
・
中
央
集
権
化
を
助

け
、
自
宗
派
の
教
義
・
世
界
観
な
ど
に
従
っ
て
信
徒
大
衆
の
日
常
生
活

に
深
く
介
入
し
、
個
人
的
差
異
や
地
域
的
偏
差
を
平
均
化
し
、
中
央
統

制
に
服
す
る
同
質
的
な
臣
民
社
会
の
形
成
を
押
し
進
め
た
。
こ
の
理
論

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
に
の
み
近
代
化
と
合
理
化
の
推
進
力

こ
よ
、

を
み
る
M
 
・
ウ
エ
ー
バ
ー
へ
の
批
判
が
<
己
ま
れ
て
お
り
、
近
世
カ
ト
リ

ツ
ク
に
も
類
似
し
た
歴
史
的
形
成
力
が
あ
っ
た
と
す
る
点
に
特
徴
が
あ

る
。
こ
こ
か
ら
、
宗
派
化
論
は
国
制
史
研
究
者
た
ち
の
目
を
宗
教
世
界

に
向
け
さ
せ
る
と
同
時
に
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宗
教
改
革
の
研
究
者
た

ち
の
目
を
カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
に
向
け
さ
せ
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
う

し
た
点
で
宗
派
化
論
は
近
世
史
研
究
に
新
し
い
地
平
を
開
く
も
の
で
あ

る
。

続
い
て
筆
者
は
、
宗
派
化
論
の
基
本
的
な
枠
組
み
を
確
認
す
る
。
シ

リ
ン
グ
も
賛
同
す
る
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
の
整
理
に
ょ
る
と
、
宗
派
化
と
は
、

＼ノ

カ
ト
リ
ッ
ク
圏
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
圏
と
を
問
わ
ず
、
教
会
と
国
家
が

支
配
領
域
の
宗
派
的
統
一
性
を
確
立
す
る
た
め
に
、
公
式
の
教
義
の
確

、

立
及
び
そ
れ
の
信
仰
告
白
へ
の
定
式
化
に
よ
る
異
宗
派
と
の
相
違
の
明

確
化
な
ど
、
七
つ
の
方
法
を
用
い
て
推
進
し
た
運
動
な
い
し
政
策
で
あ

る
。

以
上
の
よ
う
に
定
義
さ
れ
る
宗
派
化
に
は
、
四
段
階
か
ら
な
る
時
代

区
分
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
第
一
段
階
(
凖
備
段
階
)
・
一
五
四
0
年

代
S
七
0
年
代
初
頭
一
諸
宗
派
の
信
仰
告
白
の
定
式
化
と
ア
ウ
ク
ス
ブ

ル
ク
宗
教
平
和
令
(
一
五
五
五
年
)
に
よ
る
一
時
的
平
和
、
ト
レ
ン
ト

改
革
と
カ
ル
ヴ
ァ
ン
主
義
の
浸
透
に
よ
る
宗
派
情
勢
の
不
安
定
化
。
第

二
段
階
(
宗
派
対
立
へ
の
移
行
期
)
 
N
一
五
七
0
年
代
一
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
正
統
主
義
の
確
立
(
一
五
七
七
年
『
和
協
信
条
』
)
に
よ
る
カ
ル

ヴ
ァ
ン
主
義
と
の
教
義
の
相
違
の
明
確
化
、
こ
れ
に
よ
る
両
派
の
対
立
。

第
三
段
階
(
宗
派
化
の
絶
頂
期
)
・
一
五
八
0
年
代
S
一
六
二
0
年

代
一
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
諸
侯
の
出
現
と
カ
ト
リ
ッ
ク
領
邦
に
お
け
る
ト
レ

ン
ト
改
革
の
進
行
。
第
四
段
階
(
宗
派
化
の
終
鳶
)
・
一
六
二
0
年
代

一
六
四
八
年
二
二
十
年
戦
争
の
体
験
に
ょ
る
、
宗
派
対
立
の
も
た
ら

Sす
破
壊
と
衰
退
に
対
す
る
深
い
認
識
の
定
着
。
最
後
の
「
宗
派
化
の
終

馬
」
段
階
に
つ
い
て
は
、
一
八
世
紀
に
お
い
て
も
な
お
強
硬
な
宗
派
化

政
策
が
と
ら
れ
、
激
し
い
宗
派
対
立
が
起
こ
っ
た
地
域
(
ザ
ル
ツ
ブ
ル

ク
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
)
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
く
と
も
一
八
世
紀
初

頭
頃
に
ま
で
、
そ
の
時
期
を
修
正
す
る
必
要
性
を
筆
者
は
指
摘
し
て
い

る
。

さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
宗
派
化
を
担
う
集
団
、
す
な
わ
ち
宗
派
を
い

か
な
る
集
団
と
し
て
定
義
す
る
か
で
あ
る
。
シ
リ
ン
グ
に
と
っ
て
は
国

家
と
の
結
び
つ
き
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
た
め
、
四
つ
の
国
家
的
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大
宗
派
、
す
な
わ
ち
カ
ト
ー
ク
、
ル
タ
ー
派
、
改
革
派
(
カ
ル
ヴ
フ

ン
派
)
、
イ
ギ
リ
ス
国
教
会
が
宗
派
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
構
成

員
に
よ
っ
て
共
有
さ
れ
る
信
仰
告
白
」
を
宗
派
の
成
立
要
件
と
み
る
筆

者
に
ょ
れ
ば
、
弱
小
集
団
で
あ
っ
て
も
信
仰
告
白
文
書
や
こ
れ
に
類
す

る
文
書
を
作
成
し
、
構
成
員
に
共
通
の
信
仰
を
求
め
、
自
派
の
教
義
と

道
徳
観
に
従
っ
て
宗
教
・
日
常
生
活
を
律
し
よ
う
と
す
る
集
団
は
す
べ

て
宗
派
と
呼
ぶ
べ
き
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
宗
派
の
定
義
を
変
更
す

る
こ
と
に
ょ
り
、
あ
る
宗
派
が
公
認
宗
派
(
国
家
教
会
)
で
あ
る
か
否

か
に
関
す
る
時
期
的
及
び
地
域
的
相
違
に
つ
い
て
、
論
述
の
矛
盾
を
避

け
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
う
し
た
論
点
に
現
れ
て
い
る
、
国
家
教
会
の
動
向
を
主
要
な
分
析

対
象
と
す
る
シ
リ
ン
グ
に
対
す
る
筆
者
の
批
判
は
、
「
多
宗
派
化
」

(
F
 
・
ブ
レ
ン
ド
レ
)
を
重
視
す
る
姿
勢
に
示
さ
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ

ツ
パ
に
お
い
て
は
複
数
宗
派
が
並
存
し
た
地
域
が
多
い
。
多
宗
派
化
は

価
値
観
の
多
元
化
を
促
し
、
異
な
る
価
値
観
の
共
存
な
い
し
相
互
的
な

寛
容
の
問
題
を
人
々
に
突
き
つ
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
故
に
こ
そ
宗

派
化
に
さ
ら
な
る
射
程
を
も
た
ら
す
。
筆
者
の
修
正
に
賛
意
を
示
し
つ

つ
、
国
制
史
の
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
複
数
宗
派
の
並
存
は
そ
の
背
後
に

あ
る
複
数
国
家
の
対
等
性
を
も
も
た
ら
す
。
ポ
リ
テ
ィ
ー
ク
派
の
台
頭

や
国
家
理
性
の
重
視
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
ウ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
講
和
条

約
に
お
け
る
多
数
国
家
の
対
等
状
況
が
そ
の
先
に
現
れ
て
く
る
。
も
っ

評

と
も
、
宗
派
化
の
終
馬
は
先
述
の
と
お
り
、
一
八
世
紀
を
待
た
な
く
て

璽
合
聡
)

、
0

は
な
ら
な
し

書
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